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③荒撰り

『
製
茶
図
』（
明
治
期
、
京
都
府
茶
業
会
議
所
蔵
）

本
日
紹
介
の
歌

茶
摘
み
歌（
昭
和
53
年
、
宇
治
市
伊
勢
田
町
）

宇
治
は
よ
い
と
こ　

北
西
晴
れ
て　

東
山
風
そ
よ
そ
よ
と

歌
と
話（
昭
和
53
年
、
宇
治
市
伊
勢
田
町
）

ア
ー
ア
ー
ア
ア
宇
治
の
西
町
の
片
原
町
に
ア
ヤ
メ
咲
く
と
は
し
お
ら
し
や

「
私
ら
の
子
供
の
時
分　

そ
の
頃
安
来
節
が
流
行
る
（
大
正
の
は
じ
め
頃
）
そ
れ
ば
っ
か
り

お
ば
あ
さ
ん
が
味
木
屋
節
を
歌
う　

そ
ん
な
念
仏
み
た
い
な
歌
や
め
て
」

宇
治
は
よ
い
と
こ
北
西
晴
れ
て
東
山
風
そ
よ
そ
よ
と

北
西
晴
れ
て
東
山
風
そ
よ
そ
よ
と

「
焙
炉
節
か
？
」「
茶
撰
歌
も
茶
摘
歌
も
い
っ
し
ょ
や
」

「
歌
（
文
句
）
が
い
っ
し
ょ
で
、
節
が
変
わ
る
」

宇
治
の
西
町
の
片
原
町
に
ア
ヤ
メ
咲
く
と
は
し
お
ら
し
や

「
そ
ら
茶
摘
や
、
焙
炉
に
あ
わ
ん
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
茶
撰
り
歌（
昭
和
55
年
、
N
H
K
第
1
ラ
ジ
オ
）

な
ん
ぼ
よ
お
て
も
茶
と
お
し
に
ゃ
惚
れ
な
一
生
（
末
は
）
お
寺
の
掃
除
番

な
ん
ぼ
よ
お
て
も
茶
よ
り
こ
に
ゃ
惚
れ
な
一
生
板
の
間
で
泣
き
暮
ら
し

味
木
屋
節（
昭
和
30
年
、
小
倉
町
有
志
）

ア
ー
ア
ア
ア
宇
治
は
よ
い
と
こ　

マ
ッ
テ
マ
シ
タ

ア
ア
北
西
晴
れ　

て　

東　

山
風　

そ
よ
そ
よ　

と

京

都

公

演

日
時
�
二
〇
一
七
年
七
月
二
日
︵
日
︶
十
二
時
三
○
分
開
演

会
場
�
黄
檗
宗
大
本
山
萬
福
寺 

松
隠
堂

日
本
茶
八
百
年
の
歴
史
散
歩

N I PPON

TAKARAMONO

PRO JEC T

「ニッポンたからものプロジェクト～日本遺産×Live Art」
2017年度開催予定

2017年7月1日（土） 京都府精華町・けいはんなオープンイノベーションセンター
 （「日本遺産サミット」内　キックオフ・パフォーマンス）
2017年7月2日（日） 京都府宇治市・萬福寺
2017年10月14日（土） 福井県小浜市・旭座（予定）
2017年10月15日（日） 富山県高岡市・瑞龍寺（予定）
2017年10月～11月 広島県尾道市・浄土寺（予定）
2017年10月～11月 島根県津和野町・永明寺（予定）

主催：文化庁、公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会　 共催：京都府　 特別協力：近畿日本ツーリスト株式会社
協力：公益社団法人日本舞踊協会、公益社団法人上方落語協会、一般社団法人長唄協会、一般社団法人共同通信社

公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会 実演芸術振興部　〒160-8374 東京都新宿区西新宿6-12-30 芸能花伝舎2階
TEL：03-5909-3060   FAX：03-5909-3061   Email：takaramono@geidankyo.or.jp



当
地
の
日
本
遺
産

「
日
本
茶
8
0
0
年
の
歴
史
散
歩
」

出
演
者

　

京
都
府
の
山
城
地
域
は
、
日
本
茶
の
〝
ふ
る
さ
と
〞。
日
常
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
「
煎
茶
」、
今
や
世

界
で
愛
さ
れ
る
「
抹
茶
」、
高
級
茶
と
し
て
名
高
い
「
玉
露
」
の
す
べ
て
が
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

よ
り
良
い
も
の
を
目
指
し
、
し
の
ぎ
を
削
り
、
日
本
茶
の
発
展
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

今
で
も
そ
の
薫
り
は
至
る
所
に
息
づ
い
て
い
て
、
山
城
地
域
に
来
れ
ば
、
美
し
い
茶
畑
や
茶
問
屋
街
な
ど

の
景
観
、お
茶
に
ま
つ
わ
る
儀
式
や
祭
り
な
ど
に
出
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
歴
史
的
ス
ト
ー

リ
ー
が
「
日
本
茶
8
0
0
年
の
歴
史
散
歩
」
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
短
い
時
間
で
す
が
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
散
歩
に
出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

落
語
「
お
楽
し
み
」  

桂 

吉
坊

　

座
布
団
の
上
に
座
っ
て
喋
る
と
い
う
独
特
の
ス
タ
イ
ル
の
中
で
、
お
客
様
の
イ
メ
ー
ジ
を
無
限
に

引
き
出
す
工
夫
が
落
語
に
は
多
く
あ
り
ま
す
。
言
葉
の
重
な
り
か
ら
産
ま
れ
る
世
界
を
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
と
に
か
く
、
予
習
不
要
の
芸
能
で
す
の
で
、
ゆ
る
り
と
ご
覧
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。（
桂
吉
坊
）

京
舞　
地
歌
「
茶
音
頭
」

舞　

井
上 

安
寿
子　
　

三
絃
・
歌　

菊
寺 

智
子　
　

箏　

菊
萌 

文
子

　

京
都
の
地
で
発
展
し
た
京
舞
。
辛
気
臭
く
と
っ
つ
き
に
く
い
と
お
思
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
御

覧
い
た
だ
い
た
方
々
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
舞
を
舞
え
る
よ
う
に
同
じ
と
き
を
過
ご
せ
ま
す

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
茶
音
頭
」
は
茶
の
湯
に
ち
な
ん
だ
曲
で
、
歌
詞
に
も
お
道
具
や
銘
柄
な
ど
を
縁
語
で
つ
づ
り
な

が
ら
、
男
女
の
縁
を
描
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
御
煎
茶
と
縁
の
あ
る
萬
福
寺
さ
ん
で
、
私
に
似
合

わ
ぬ
も
の
で
す
が
、
し
っ
と
り
舞
え
る
様
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
井
上
安
寿
子
）

長
唄
「
越
後
獅
子
」

唄　

今
藤 

政
子　

今
藤 

和
歌
美　
　

三
味
線　

今
藤 

長
三
朗　

今
藤 

敏
之

笛　

藤
舎 

貴
生　
　

小
鼓　

中
村 

壽
慶　
　

大
鼓　

中
村 

翔
哉　
　

太
鼓　

藤
舎 

清
穂

　

長
唄
は
、
先
行
す
る
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
、
言
わ
ば
〝
総
合
デ
パ
ー
ト
〞
の

よ
う
な
音
楽
。
曲
数
が
多
く
、多
彩
な
表
現
を
持
っ
て
い
ま
す
。
三
味
線
と
囃
子
の
掛
け
合
い
な
ど
、

分
か
り
易
く
ウ
キ
ウ
キ
す
る
曲
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

　
「
越
後
獅
子
」
は
文
化
8
年
（
1
8
1
1
）
に
、
歌
舞
伎
舞
踊
の
曲
と
し
て
一
夜
に
し
て
作
曲
さ

れ
た
逸
話
を
持
つ
、長
唄
の
人
気
曲
で
す
。越
後
か
ら
出
稼
ぎ
に
出
る
大
道
芸
の
少
年
た
ち
を
モ
チ
ー

フ
に
、
越
後
風
物
を
織
り
込
ん
で
唄
い
ま
す
。
全
体
に
華
や
か
で
、
終
盤
に
向
か
っ
て
ど
ん
ど
ん
盛

り
上
が
り
、
最
高
潮
の
ま
ま
曲
を
終
え
る
と
い
う
、
実
に
旨
い
作
り
に
。
三
味
線
と
囃
子
の
見
事
な

掛
け
合
い
に
も
ご
注
目
！

ト
ー
ク
「
お
茶
と
人
と
歌
と
」　
坂
本 

博
司

旅
人　

日
本
遺
産
大
使　

マ
ー
テ
ィ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

ニ
ッ
ポ
ン
た
か
ら
も
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
本
は
魅
力
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、そ
の
〝
た
か
ら
も
の
〞
に
ま
だ
ま
だ

気
づ
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
ニ
ッ
ポ
ン
た
か
ら
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

日
本
遺
産
の
特
別
な
空
間
の
中
で
、知
っ
て

い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
「
日
本
遺
産
」
と

「
伝
統
芸
能
（Live Art

）」
を
結
び
、
や
さ

し
く
、
あ
た
ら
し
い
光
を
当
て
て
み
ま
す
。

　

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
い
ろ
ん
な
見
方
が
変
わ
る
は
ず
。

そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産
と
は

　

地
域
を
特
徴
づ
け
る
歴
史
的
な
〝
ス

ト
ー
リ
ー
〞を
文
化
庁
が「
日
本
遺
産
」
と

し
て
認
定
し
、
関
連
す
る
様
々
な
文
化
財

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
新
し
い
取
り
組
み

で
す
。
伝
統
建
築
・
景
観
・
芸
能
な
ど
の

文
化
財
を
、
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
の
中

で
眺
め
て
み
る
と
、一
つ
ひ
と
つ
に〝
人
〞

の
営
み
が
あ
っ
て
、〝
想
い
〞
が
見
え
て

き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
物
語
の
先
端
で

生
き
て
い
る
地
域
の
〝
今
〞
が
、
色
鮮
や

か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は

と
て
も
魅
力
的
な
体
験
で
す
。

　

文
化
庁
は
2
0
2
0
年
ま
で
に
1
0
0

の
ス
ト
ー
リ
ー
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
を
大
好
き
に
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
自
分
と
縁
の
あ
る
地
域
も
違
っ
て

見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

1　

桂 

吉
坊
（
落
語
）　

か
つ
ら
・
き
ち
ぼ
う
／
平
成
11
年
１
月
10
日
桂
吉

朝
に
入
門
、
同
年
３
月
初
舞
台
。
高
校
を
卒
業
後
、

桂
米
朝
（
人
間
国
宝
）の
元
へ
内
弟
子
と
し
て
修
行
、

平
成
15
年
内
弟
子
を
終
え
る
。
落
語
の
他
、
古
典

芸
能
の
舞
台
に
関
わ
り
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
脚

本
な
ど
も
手
が
け
る
。
落
語
家
と
し
て
生
き
て
る

事
自
体
が
生
業
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
芸
事
全

般
が
趣
味
と
言
っ
て
も
良
い
。

こ
の
仕
事
の
こ
こ
が
好
き　

舞
台
は
一
瞬
。
藝
は

代
々
。

2　

井
上 

安
寿
子
（
京
舞
）　

い
の
う
え
・
や
す
こ
／
京
舞
井
上
流
五
世
井
上
八

千
代
の
長
女
。
曾
祖
母
・
四
世
及
び
五
世
八
千
代

（
い
ず
れ
も
人
間
国
宝
）
に
師
事
。
京
都
造
形
芸

術
大
学
卒
業
。「
葉
々
の
会
」
主
宰
。
八
坂
女
紅

場
学
園
舞
踊
科
教
師
。
第
50
回
な
に
わ
芸
術
祭
新

進
舞
踊
家
競
演
会
新
人
賞
、
平
成
27
年
度
京
都
市

芸
術
新
人
賞
、
平
成
28
年
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
奨

励
賞
受
賞
。
趣
味
は
舞
台
鑑
賞
（
歌
舞
伎
、
演
劇
、

石
見
神
楽
な
ど
）。

こ
の
仕
事
の
こ
こ
が
好
き　

舞
っ
て
い
る
最
中
、

お
客
様
と
同
じ
空
気
を
共
有
で
き
た
瞬
間
が
好
き

で
す
。
気
の
高
ぶ
り
を
感
じ
ら
れ
た
時
が
一
番
嬉

し
く
、
楽
し
い
。

3　

今
藤 

長
三
朗
（
長
唄
三
味
線
）　

い
ま
ふ
じ
・
ち
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う
／
昭
和
41
年
生
。

9
歳
に
て
、
今
藤
佐
之
佑
師
に
入
門
。
昭
和
60
年

大
阪
芸
術
大
学
演
奏
学
科
長
唄
専
攻
入
学
。
四
世

家
元
今
藤
長
十
郎
、
今
藤
和
歌
治
郎
、
今
藤
尚
之
、

今
藤
綾
子
（
人
間
国
宝
）
の
各
師
に
師
事
。
平
成

元
年
今
藤
長
三
朗
の
名
を
許
さ
れ
る
。
関
西
を
中

心
に
活
動
。
長
樂
會
主
宰
。
趣
味
は
茶
道
と
江
戸

期
か
ら
続
く
古
典
園
芸
。
中
で
も
「
富
貴
蘭
」
や

「
松
葉
蘭
」
の
栽
培
が
楽
し
い
。

こ
の
仕
事
の
こ
こ
が
好
き　

や
は
り
、私
自
身
が

好
き
な
曲
目
を
演
奏
し
て
い
る
時
で
し
ょ
う
か
。

好
き
な
曲
の
好
き
な
部
分
に
差
し
掛
か
っ
た
瞬
間
、

幸
せ
を
感
じ
ま
す
。又
、
共
演
者
全
員
の
息
が
、ピ

タ
リ
と
合
っ
た
時
、何
に
も
代
え
が
た
い
快
感
で
す
。

4　

今
藤 

政
子
（
長
唄
）　

い
ま
ふ
じ
・
ま
さ
こ
／
清
元
三
味
線
方
・
清
元
美

治
郎
の
長
女
。
東
京
都
出
身
。
長
唄
を
伯
父
の
今

藤
政
太
郎
（
人
間
国
宝
）
に
、
囃
子
を
祖
母
の
藤

舎
せ
い
子
に
師
事
。
東
京
藝
術
大
学
邦
楽
科
を
長

唄
囃
子
専
攻
で
卒
業
。
以
降
は
長
唄
唄
方
に
専
念
。

東
京
を
中
心
に
演
奏
会
や
舞
踊
会
、
N
H
K
放
送

等
に
出
演
。
国
立
音
楽
大
学
非
常
勤
講
師
。
長
唄

ひ
な
の
会
同
人
。
飲
み
食
べ
歩
き
と
お
笑
い
鑑
賞

が
好
き
。

こ
の
仕
事
の
こ
こ
が
好
き　

共
演
者
同
士
が
影
響

を
受
け
合
い
な
が
ら
、
模
索
し
一
つ
の
曲
を
創
り

上
げ
て
い
く
時
間
が
好
き
で
す
。
演
奏
中
、
お
互

い
の
息
や
気
配
で
会
話
し
な
が
ら
演
奏
が
上
手
く

い
っ
た
と
き
は
、
本
当
に
楽
し
い
！

5　

藤
舎 

貴
生
（
笛
）　

と
う
し
ゃ
・
き
し
ょ
う
／
邦
楽
囃
子
方
・
藤
舎
呂

悦
の
長
男
。
京
都
府
出
身
。
東
京
芸
術
大
学
音
楽

学
部
卒
業
。
演
奏
、
作
曲
、
公
演
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

と
多
岐
に
わ
た
り
活
動
。
企
画
・
作
曲
し
た
口
語

体
に
よ
る
三
味
線
音
楽
C
D
「
幸
魂
奇
魂
」（
作

詞
松
本
隆
、
朗
読
市
川
染
五
郎
、
若
村
麻
由
美
）

に
て
第
54
回
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
企
画
賞
受
賞
。

趣
味
は
水
草
水
槽
（
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
）、
舞
台
鑑
賞
、

創
造
、
車
、
時
計
。

こ
の
仕
事
の
こ
こ
が
好
き　

美
術
品
の
様
に
半
永

久
的
に
後
世
に
残
す
事
が
出
来
な
い
舞
台
芸
術
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
一
瞬
に
演
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
集
約
し
、
咲
き
散
る
所
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

6　

中
村 

壽
慶
（
小
鼓
）

な
か
む
ら
・
じ
ゅ
け
い
／
邦
楽
囃
子
方
・
三
代
目

家
元
中
村
壽
鶴
の
長
男
。
京
都
府
出
身
。
幼
少
よ

り
父
お
よ
び
籐
舎
せ
い
子
（
五
代
目
籐
舎
呂
船
）

に
師
事
。17
歳
よ
り
演
奏
活
動
開
始
。2
0
0
0
年
、

二
代
目
中
村
壽
慶
襲
名
。
現
在
、
関
西
を
中
心
に

歌
舞
伎
や
演
奏
会
、
日
本
舞
踊
の
会
等
に
出
演
。

今
秋
、
四
代
目
家
元
中
村
壽
鶴
を
襲
名
予
定
。
仕

事
が
好
き
な
の
で
、
趣
味
も
仕
事
。

こ
の
仕
事
の
こ
こ
が
好
き　

自
分
自
身
が
と
て
も

満
足
の
い
く
演
奏
が
出
来
た
時
に
、
お
客
様
か
ら

拍
手
や
「
良
か
っ
た
で
す
」
と
声
を
掛
け
て
頂
い

た
時
に
は
と
て
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

7　

坂
本 

博
司

さ
か
も
と
・
ひ
ろ
し
／
宇
治
市
歴
史
資
料
館
元
館

長
。
京
都
市
出
身
。
現
在
も
同
資
料
館
に
勤
務
。

江
戸
時
代
の
宇
治
を
扱
っ
た
展
覧
会
や
普
及
事
業

に
携
わ
る
。
宇
治
茶
は
同
館
の
主
要
テ
ー
マ
の
一

つ
。
著
書
に
『
大
名
と
茶
師
』『
緑
茶
の
時
代
』（
と

も
に
同
館
発
行
）
な
ど
。

こ
の
研
究
の
こ
こ
が
好
き　

昭
和
50
年
代
前
半
に

採
録
さ
れ
た〝
地
域
の
年
寄
た
ち
が
記
憶
す
る
歌
〞

に
出
会
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
思
い
の
ほ
か
多
様

な
音
源
は
、
肉
声
の
主
の
寿
命
と
も
に
消
え
失
せ

て
ゆ
く
定
め
に
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
見
当
が
つ
い

た
。
新
し
い
タ
イ
プ
の
歴
史
資
料
と
の
出
会
い
で

あ
り
、
格
闘
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。
で
も
気
が
付

く
と
、
テ
ー
プ
の
向
こ
う
側
の
彼
ら
と
の
対
話
が
、

講
演
の
定
番
の
一
つ
に
加
わ
っ
て
い
た
。

8　

マ
ー
テ
ィ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

ギ
タ
リ
ス
ト
・
作
曲
家
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
米

国
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
出
身
。
世
界
的
ヘ
ビ
ー
メ
タ

ル
バ
ン
ド
の
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
度
々
来
日
し
、

日
本
通
に
。
2
0
0
4
年
に
活
動
拠
点
を
ア
メ
リ

カ
か
ら
日
本
へ
移
す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
Ｃ
Ｍ
・

映
画
な
ど
様
々
な
角
度
で
マ
ル
チ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
活
動
。
趣
味
は
日
本
語
の
勉
強
、
旅
行
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
2
0
1
6
年
11
月
よ
り
日
本
遺

産
大
使
。

日
本
遺
産
の
こ
こ
が
好
き　

日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
場
所
で
知
ら
な
か
っ
た
感
動
的
な
場
所
が
多

く
、
一
つ
一
つ
行
き
た
い
と
思
う
。
日
本
の
魅
力
、

日
本
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
し
て
日
本
ら
し
さ
を
全

世
界
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。
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